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1 『判例体系』の概要 

1.1 『判例体系』とは 

 『判例体系』は、わが国の裁判所で言い渡され各種判例集および判例紹介誌に公表され

た判例を網羅的に収録・整理した総合判例データベースです。また、第一法規が独自に収

集した判例(※)も収録しています。 

※「D1-Law.com 判例体系」と出典表示されます。 

 収録対象としている主な判例集は、次のとおりです。収録対象誌の詳細については、画

面右上の「収録内容・更新情報」のリンクから確認できます。 

 

●最高裁判所民事判例集 ●最高裁判所刑事判例集 

●高等裁判所民事判例集 ●高等裁判所刑事判例集 

●行政事件裁判例集 ●労働関係民事裁判例集 

●家庭裁判月報 ●家庭の法と裁判 

●訟務月報 ●知的財産権関係民事・行政裁判例集 

●裁判所時報 ●判例時報 

●判例タイムズ ●金融法務事情 

●商事法務 ●金融・商事判例 

●労働判例 ●労働経済判例速報 

●判例地方自治 ●交通事故民事裁判例集 

 

1.2 『判例体系』の構成 

 『判例体系』では、収録判例を第一法規『判例体系（書籍版）』の法編・目次分類（体系）

に基づいて、整理分類しています。 

 

1.2.1 「法編」の構成 

■大法編 

 全法分類を、「公法」、「民事法」、「民事特別法」、「刑事法」、「社会・経済法」の 5 法編に

分類しています。 

 

■法編 

 大法編を、さらに 36 の法編（画面の表示では 37 法編）に細分しています。 
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1.2.2 「体系目次（目次分類）」の構成 

 各法編を、法条別または講学的に分類しています。体系目次中の各目次見出しを「体系

項目」と呼びます。 

 

■法条別体系 

原則として、法条の順序をもとに項目を設ける方式により体系を構成しています。ただ

し、次の例のように、法条として規定されていなくても、講学上熟している事項、数箇条

にわたって共通の意味がある事項等は、条とは別に※印を付した独立項目としています。 

（例）「※譲渡担保」、「※婚姻予約及び内縁」、「※自動車保険」 

 

■理論的体系 

 行政法関係（行政法総則、行政組織法、行政活動法等）および国際私法関係は、講学上

の理論的体系を基礎とした項目を設けて体系を構成しています。 

 

1.2.3 「判例」の構成 

 各判例は、以下の要素で構成されています。 

 判例書誌……判例の書誌情報 

 判例要旨……『判例体系（書籍版）』と同じ要旨 

 判例本文……判例の本文全文（一部抄録） 

 解説……判例の解説情報 

 判例書誌の構成は、次のとおりです。 

◆36 法編の種類 

『判例体系』の基本的な 36 分類は、次のとおりです。 

［公法編］ 

憲法／公職選挙法／裁判法／行政法総則／行政争訟法／行政組織法／行政活動法／租税

法 

［民事法編］ 

民法総則／物権法／債権法Ⅰ／債権法Ⅱ／親族法・相続法／商法／手形法・小切手法／

民事訴訟法／民事執行法／民事保全法 

［民事特別法編］ 

不動産登記法／戸籍法／借地借家法／借地非訟事件／自動車損害賠償保障法／人事訴訟

法／非訟事件手続法・民事調停法／家事審判法／破産法・民事再生法・会社更生法／国

際私法 

［刑事法編］ 

刑法／刑事特別法／少年・矯正保護法／刑事訴訟法 

［社会・経済法編］ 

労働法／経済法／農業法／知的財産権法／無体財産法（昭和 59 年以前の下級審及び大審

院判例、平成 10 年以前の公刊判例集未登載の判例） 
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 判例本文については、戦前の判例は主に PDF ファイルで、戦後の判例はテキストで収録

しています。 

 

●裁判年月日 ●裁判所（部署名） 

●裁判形式 ●事件番号 

●判示事項 ●著名事件名 

●事件名 ●出典 

●裁判結果 ●上訴等 

●裁判官 ●少数意見 

●参照法令 ●判例評釈 

●審級関連  
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2 利用の開始と終了 
 D1-Law.com を利用するためには、次の動作環境が必要となります。設定は標準状態で問

題ありませんが、Web ブラウザのバージョンには注意してください。バージョンが古い場

合には、画面が正常に表示されないことがあります。 

 

■通信速度……512kbps 以上（2Mbps 以上推奨） 

■OS……Microsoft Windows 7 / 8.1 / 10 

■Web ブラウザ……Microsoft Internet Explorer 11、Firefox、Chrome 

■Cookie……有効（標準設定） 

■SSL……有効（標準設定） 

■JavaScript……有効（標準設定） 

■スタイルシート（CSS）……有効（標準設定） 

 

2.1 ログインとログアウト 

2.1.1 ログイン 

 Web ブラウザを起動して、https://www.d1-law.com/にアクセスすると、D1-Law.com のロ

グイン画面が現れます。画面左上のログインボタンをクリックした後に表示される画面に

て ID とパスワードを入力して「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

 

 

ログイン前画面 

 認証が完了すると、会員専用のポータルページが現れます。「判例体系」のボタンや「判

例体系」タブをクリックすると、判例体系の画面に遷移します。 
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ホーム画面 

 

 

 

 

 

 

  

◆認証できないときは 

前回の利用時にセッションが完全に終了できていない（ログアウトできていない）場合があり

ますので、しばらく時間をおいて再度認証を試みてください。 



 

 

 

第一法規 D1-Law.com 『判例体系』User Guide                         10/90 

2.1.2 ログアウト 

 サービスを終了するときは、「ログアウト」ボタンをクリックします。 

 

 

ログアウトボタン位置 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ログアウトしないでブラウザの「閉じる」ボタンで終了したら 

タイムアウトで強制的にセッションを切るまで、お客様の個人 IDでのログインができません。

ご利用終了時には、必ず「ログアウト」ボタンをクリックしてください。 
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3 基本的な画面構成 

 D1-Law.com では、データベースの切り替え等の基本的な操作ボタンを画面上部に配置し

ています。また、検索画面では、検索条件の入力を画面左のエリアで行い、検索結果の一

覧を画面右のエリアに表示する構成になっています。 

 

3.1 D1-Law.com に共通の画面 

 D1-Law.com で共通して使用できるバーやタブは、画面の上部に配置しています。 

 

 

基本的な画面構成（『D1-Law.com』共通） 

 

A：D1-Law バー 

D1-Law バーは、すべてのデータベースに共通の基本バーで、データベースの利用

に必要となる機能を提供します。 

●収録内容・更新情報……全データベースの収録内容と更新情報を表示します。 

●ログアウト……ログアウトします。 

 

B：グローバルメニュー 

ご契約いただいたデータベースをタブとして表示します。データベースの切り替え

は、このタブをクリックすることによって行います。 

●「マイページ」タブは、マイページを表示するためのタブです。マイページでは、

初期表示の設定変更のほか、ふせん・メモ、保存した検索条件等の一覧をログイ

ン ID、または団体の単位で表示します。 

 

A 
B 

C 
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C：判例体系ローカルメニュー 

判例体系のメニューを表示します。「フリーワード」、「体系目次」の各ボタンをクリ

ックすると、それぞれの検索画面を表示します。また、「新着情報」をクリックする

と「最近の注目判決」及び「新規登載判例」を表示します。 

 

 

 

 

 画面の大部分を占める以下のエリアでは、検索語の入力や検索の履歴、検索の結果一覧

等を表示します。 

 

基本的な画面構成（『判例体系』） 

 

D：検索条件の設定エリア 

検索条件を設定するエリアです。設定内容は、データベースや検索の種類等によっ

て変化します。 

 

E：解説レコメンド・最近の検索エリア 

各検索画面では、画面ごとに、直前に実行した検索の履歴（キーワードやヒットし

D 

E 

F 

◆「クリア」ボタン 

検索項目入力エリアの入力済みの検索条件を消去する場合は、判例体系ローカルメニューの左

端にある「クリア」ボタンをクリックします。 

◆「マイページ」について 

「マイページ」は、ID・パスワードを入れてログインした場合および団体利用（IP アドレス

による認証等）の場合に表示されます。団体利用の場合は、管理者の設定した「ふせん・メモ」

の参照、表示の設定内容の参照が可能となります。 
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た件数等）5件までを表示します（最近の検索）。フリーワード検索画面では、それ

に加えて、「解説レコメンド」を表示します。〔解説レコメンド・最近の検索につい

て ⇒ 「4.1 フリーワード検索」参照〕 

 

F：検索結果一覧の表示エリア 

検索実行後は、検索結果の一覧を表示します。検索を行う前は、「はじめにご確認く

ださい」や「お知らせ」、「新規登載判例」等の情報を表示します。 
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3.2 『判例体系』の画面構成 

判例体系ローカルメニューの「新着情報」、「フリーワード」、「体系目次」、「検索履歴」

の各アイコンをクリックすることにより、画面が切り替わります。 

 

3.2.1 「新着情報」画面 

 判例体系メニューバーの「新着情報」ボタンをクリックすると、新着情報の画面を表示

します。 

 

 

新着情報画面 

 

 画面左のエリアには、「最近の注目判決」（『判例体系』登載前の情報）の一覧を表示しま

す。画面右のエリアには「新規登載判例」（『判例体系』に最近登載された判例）を表示し

ます。〔「新着情報」画面について ⇒ 「7.1 新着情報画面」参照〕 
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3.2.2 「フリーワード」検索画面 

 判例体系メニューバーの「フリーワード」ボタンをクリックすると、フリーワード検索

の画面を表示します。 

 

フリーワード検索画面 

 

 画面の左側は、検索条件を入力するエリアです。右側は、検索結果を一覧表示するエリ

アです（検索前は各種のお知らせを表示しています）。〔フリーワード検索の詳細について 

⇒ 「4.1 フリーワード検索」参照〕 
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3.2.3 「体系目次」検索画面 

 判例体系メニューバーの「体系目次」ボタンをクリックすると、体系目次検索の画面を

表示します。 

 『判例体系』では、各判例（要旨）を法条別または講学的に分類された「体系目次」を

元に分類・整理しています。この「体系目次」をたどって、目的の争点・論点を含む判例

を検索することができます。 

 

 

 

体系目次検索画面 

 

 画面の左側には、体系目次項目を探すための検索条件を入力するエリア（「体系目次項目

をさがす」）と、選択済の体系項目を表示するエリア（「選択中の体系項目」エリア）を表

示します。 

 画面の右側には、体系目次を表示します。検索実行後は、検索結果一覧を表示します。〔体

系目次検索の方法について ⇒ 「4.2 体系目次検索」参照〕 
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3.2.4 「検索履歴」画面 

 判例体系ローカルメニューの「検索履歴」ボタンをクリックすると、判例体系でこれま

でに行った検索履歴の一覧が現れます。 

 一覧の各履歴をクリックすることで再検索できるほか、検索履歴同士の掛け合わせ検索

や、履歴の削除、印刷・ダウンロードなどの操作を行うことができます。〔検索履歴の操作

方法について ⇒ 『共通機能 User Guide』の「4 検索履歴」参照〕 

  

 

 

 

 

 

検索履歴画面  

  

◆「検索履歴」について 

「検索履歴」は、ID・パスワードを入れてログインした場合には、過去 100 件までの検索履

歴を保持します。団体利用（IP アドレスによる認証等）の場合は、ログインからログアウト

するまでの間について、最大 100 件の検索履歴を保存します。 
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3.2.5 検索結果一覧画面 

 フリーワード検索や体系目次検索、履歴画面により検索を実行すると、画面右側に検索

結果一覧を表示します。 

 

検索結果一覧画面 

 

 この画面では、最近の判例や裁判所、情報の有無等の条件を設定することで、ヒットし

た判例をさらに絞り込むことができます。また、検索結果を裁判年月日や重要度によって

並べ替えたり、選択した検索結果の一覧を印刷・ダウンロードするといったことも可能で

す。〔検索結果一覧画面の詳しい説明 ⇒ 「5 検索結果一覧」参照〕 
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3.2.6 判例の詳細画面 

 検索結果一覧や新着情報画面からのリンクをクリックすることでこの画面を開き、判例

の詳細情報を表示します。 

判例詳細画面 

 

 画面左は、書誌情報や要旨など、基本的な情報を表示するエリアです。 

 画面中央は、判例の本文、要旨、解説などメインの情報を表示するエリアです。 

 画面右は判例評釈や参照法令など、この判例の関連情報を表示するエリアです。〔詳細画

面の詳しい説明 ⇒ 「6 判例の詳細表示」参照〕 
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4 判例の検索 

『判例体系』では、複数の方法で判例を検索することができます。 

 

4.1 フリーワード検索 

フリーワード検索では、フリーワードや「事項」といったキーワードや裁判年月日・裁判

所といった判例の書誌情報を条件に検索できます。 

 

 

 

フリーワード検索画面 

 

フリーワード検索画面（検索実行後） 

G 

A 

D 

E 

F 

B 

C 
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A：「フリーワード」ボタン 

フリーワード検索の画面を表示するためのボタンです。初期設定では、グローバル

メニューの「判例体系」タブをクリックすると、このボタンを押した状態の画面に

なります。 

 

B：フリーワード検索エリア 

検索条件を設定するエリアです。 

 

C：解説レコメンド・最近の検索エリア 

「最近の検索」には、直前にこの画面で実行した検索の履歴（キーワードやヒット

した件数等）を 5 件まで表示します。 

「解説レコメンド」は、フリーワード検索画面にのみ表示します。『D1-Law.com 解

説検索』で解説記事（「最高裁判所判例解説」、「法曹時報」、「判例タイムズ」）を検

索した結果を表示します。「フリーワード」と「事項」で検索した場合に有効です。 

●「すべて表示」……「すべて表示（検索履歴）」のリンク文字列をクリックすると、

「検索履歴」画面に遷移し、最大 100 件の検索履歴を検索実行日ごとに表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D：はじめにご確認ください 

『判例体系』の利用にあたって、知っておくと便利な機能等について説明します。 

 

E：お知らせ 

『判例体系』についてのお知らせを表示します。 

●「すべて表示」……「すべて表示」のリンク文字列をクリックすると、別ウィン

ドウが開いてお知らせをすべて表示します。 

 

F：新規登載判例 

『判例体系』に最近登載した判例を 5 件表示します。 

◆「解説レコメンド」 

「解説レコメンド」は、通常の「判例検索結果一覧」とは別に、解説記事が収録されている

判例を明示（レコメンド表示）します。フリーワードや事項での検索条件で、『D1-Law.com

解説検索』を検索した結果について、合わせてお知らせする機能です。リンク押下で、

『D1-Law.com 解説検索』の解説表示画面に遷移します。 

◆「最近の検索」と「検索履歴」 

「最近の検索」は、検索画面別に保持しています。すべての検索履歴を参照する場合や、詳

細な検索履歴を確認する場合は、「最近の検索」の「すべて表示（検索履歴）」、またはメニュ

ーバーの「検索履歴」ボタンをクリックしてください。 
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●「すべて表示（新着情報）」……「すべて表示（新着情報）」のリンク文字列をク

リックすると、「新着情報」画面に遷移し、新規登載判例を「民事事件」、「刑事事件」、

「知財関連事件」のそれぞれについて 10 ずつ件表示します。また、最近の注目判例

も表示します。 

〔新規登載判例の詳細について ⇒ 「3.2.1 「新着情報」画面」参照〕 

 

G：結果表示エリア 

結果表示エリアには、検索前には各種お知らせを表示しています。検索を実行した

後には、その結果を表示します。〔検索結果一覧について ⇒ 「5 検索結果一覧」

参照〕 

 

4.1.1 フリーワード検索エリア（初期表示） 

フリーワード検索エリアは、任意のキーワード等の検索条件を指定して検索するための

画面です。フリーワードの指定の他に、事項や参照法令、判例 ID を指定することが可能で

す。 

どれか 1 つの検索条件を指定すれば検索できます。すべての入力欄に入力する必要はあ

りません。 

 

 

 

 

 

 

◆完全一致と前方一致 

フリーワード、事項以外の入力欄のキーワードは、前方一致で検索します。 

キーワードを「" "」（ダブルクォーテーション）で囲った場合は、完全一致で検索します。「候

補」から項目を選んだ場合は、キーワードを自動的に「" "」で囲んで、完全一致で検索しま

す。 
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フリーワード検索エリア（初期表示） 

A：フリーワード 

フリーワード入力欄に、検索語（フリーワード）を入力します。複数の語を入力す

る場合には、語と語の間にスペース（半角または全角）を入力してください。（例：

「在職中 発明 対価」） 

●掛合せ条件式……複数の検索語を指定した場合に適用する条件を指定します。

「AND」は、すべての検索語を含む判例を検索します（初期設定）。「OR」は、指

定したいずれかの検索語を含む判例を検索します。「検索式」は、論理演算式を用い

て、より複雑な条件を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

B 

C 

D 

E 

◆「検索式」の指定 

掛合せ条件式を「検索式」にした場合に指定できる演算子は、次のとおりです。 

「＊」……検索語どうしを AND 条件で掛け合わせます。 

「＋」……検索語どうしを OR 条件で掛け合わせます。 

「－」……検索語どうしを NOT 条件で掛け合わせます。 

また、AND、OR、NOT を組み合わせる場合は、四則演算の規則に従い、カッコを用います。

たとえば、「労働」と「賃金」の両方の語を含み、「組合」を含まない判例を探す場合、「 (労

働＊賃金)－組合」のように指定します。 

F 

G 

H 

I 
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●「関連語」ボタン……関連語とは、類似した意味を持つ語や上位・並列・下位概

念の関係にある語などを、法律的観点から整理し、辞書化したものです。ボタンを

クリックすると、画面右の結果表示エリアに関連語の一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

●「連想語」ボタン……クリックすると、検索エンジンが「近い関係にある」と判

断した語を画面右の結果表示エリアに一覧表示します。 

●フリーワード検索設定……クリックすると、検索範囲についての細かいオプショ

ン選択のための画面が開きます。検索対象を「書誌」、「要旨」、「本文」等に限定し

たり、同意語の自動展開機能を利用する／利用しないを変更したりすることが可能

です。 

初期設定では、検索対象は「すべて」、同意語の自動展開機能は「利用する」、要旨

の検索単位は「判例単位」になっています。 

 

 

フリーワード検索設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「関連語」の一例 

たとえば、「債権」の関連語としては、次のようなものがあります。 

可分債務／回帰的給付／帰責事由／金銭債権／継続的給付／結果債務／元本債権／債権

の準占有者／債務不履行／作為債務／種類債権／重過失／選択債権／特定物債権／任意

債権／不可抗力／不可分債務／不完全履行／不作為債務／利息債権／履行遅滞／履行不

能／履行補助者…… 

◆検索対象について 

フリーワードの検索対象を限定します。対象とする項目以外のチェックマークを外してくださ

い。 

●すべて……検索対象を限定しません（標準設定）。 

●書誌……検索対象を書誌情報に限定します。 

●要旨……検索対象を判例要旨に限定します。 

●検索単位……検索対象に要旨を含み、複数の検索語を掛け合わせて検索した場合に有効で

す。検索語を 1 要旨内で検索したい場合は「要旨」単位を、検索語を 1 判例内（複数要旨に

またがって）で検索したい場合は「判例」単位を選択してください。標準設定は「判例」単位

です。 

●本文……検索対象を判例本文に限定します。判例本文中の部分（書誌情報部分、主文、事実、

理由）でさらに細かく限定することもできます。 
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B：事項 

「事項」とは、判例要旨中から特に選び出した重要な語句や、判例要旨・本文には

含まれていない講学上の概念や実務上の熟した語句をキーワード化したものです。

事項欄に入力して「候補」ボタンをクリックすると、右のエリアに該当する候補の

一覧を表示します。 

●「関連語」ボタン……関連語とは、類似の意味を持つ語や上位・並列・下位概念

の関係にある語などを、法律的観点から整理し、辞書化したものです。ボタンをク

リックすると、結果表示エリアに関連語の一覧を表示します。 

●掛合せ条件式……複数の検索語を指定した場合に適用する条件を指定します。〔掛

合せ条件式の詳細について ⇒ 「A:フリーワード」参照〕 

 

C：参照法令 

各判例の参照法令および条数で検索します。法令名または法令名の略称を入力して

ください。法令名の一部しか思い当たらない場合は、「候補」ボタンをクリックして、

表示される該当候補から選択してください。必要に応じて、条、枝条、枝枝条を入

力できます。 

●「条文表示」ボタン……入力した参照法令と条数に該当する条文を、別ウィンド

ウに表示します。 

 

D：判例 ID 

判例 ID は、各判例に付けた重複のない識別番号（8 桁の正数）です。特定の判例を

ピンポイントで検索する場合に指定すると便利です。 

 

E：裁判年月日 

裁判年月日またはその範囲を指定して検索します。年月日の指定は、プルダウンボ

ックスから「日付指定」、「範囲指定」、「以降」、「以前」を選択できます。入力欄に

は、年月日欄をすべて入力する以外にも、元号＋年、元号＋年＋月の指定も可能で

す。また、ラジオボタンにより選択することで、西暦による検索も可能です。 

なお、年月日の指定は以下のとおりです。 

●日付指定……指定した日付の判例を検索します。 

●範囲指定……上段に自年月日、下段に至年月日を入力します。自年月日を空欄に

すると、至年月日以前の判例を検索対象にします。至年月日を空欄にすると、自年

月日以降、最新の判例までを検索対象にします。 

◆同意語の自動展開 

同意語自動展開を「利用する」にすると、表記の揺れや同意語処理された語を併せて検索する

ことができます。 



 

 

 

第一法規 D1-Law.com 『判例体系』User Guide                         26/90 

●以降……指定した年月日以降の判例を検索します。 

●以前……指定した年月日以前の判例を検索します。 

 

F：裁判所 

裁判所の正式名称または略称で検索します。名称の一部を入力して「候補」ボタン

をクリックすると、該当する裁判所の一覧を表示します。何も入力せずにクリック

すると、すべての裁判所を一覧表示します。一覧から裁判所を選択すると、その裁

判所名を入力欄に反映します。 

 

 

 

 

 

 

G：事件番号 

事件番号で検索します。元号＋年のみ、元号＋年＋事件記録符号のみでも検索でき

ます。 

 

H：出典 

判例の出典名で検索します。出典の一部または略称を入力して「候補」ボタンをク

リックすると、該当する出典の一覧を表示します。何も入力せずにクリックすると、

すべての出典を一覧表示します。一覧から出典を選択すると、その出典名を入力欄

に反映します。 

 

I：「検索」ボタン／パネル入力ボタン 

検索条件の設定が完了して、検索を実行する場合には、「検索」ボタンをクリックし

ます。検索の結果は、画面右の結果表示エリアに一覧表示します。 

●「その他の検索条件」……裁判官、法編など、その他の検索条件を指定する場合

に、「その他の検索条件」のリンク文字列をクリックします。〔検索条件の指定の詳

細について ⇒ 「4.1.2 フリーワード検索エリア（その他の検索条件）」参照〕 

●パネル入力……より複雑な検索条件の指定が可能なパネル入力に切り替えます。

〔パネル入力の詳細について ⇒ 「4.1.3 パネル入力」参照〕 

 

  

◆裁判所名の略称指定 

最高裁の判例を検索する場合は、「最高裁判所」または「最高裁」と入力します。高裁の判例

を検索する場合、「高等裁判所」または「高裁」と入力します。地裁、簡裁、家裁についても

同様に略称で検索可能です。 
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4.1.2 フリーワード検索エリア（その他の検索条件） 

 フリーワード検索で「その他の検索条件」リンクをクリックすると、裁判年月日や裁判

所名、事件番号等の初期表示では表示されていない条件の指定画面を開きます。 

 

フリーワード検索エリア（「その他の検索条件」表示時） 

A：裁判官 

裁判官名で検索します。名前の一部を入力して「候補」ボタンをクリックすると、

該当する裁判官の一覧を表示します。一覧から裁判官を選択すると、その裁判官名

を入力欄に反映します。 

 

B：法編 

検索対象を 36 の法編（画面表示上は 37 法編）から選択して指定します。「指定な

し」を選択している場合は、すべての法編の判例を対象として検索します。〔法編の

詳細について ⇒ 「4.2 体系目次検索」参照〕 

 

C：民事／刑事 

検索対象を「民事事件のみ」または「刑事事件のみ」に限定して検索します。初期

設定は、「すべて」（全判例を対象）となっています。 

 

 

 

A 

B 

C 

◆「民事／刑事」の区分方法 

『判例体系』では、原則として、事件記録符号が片仮名の判例を民事事件、平仮名の判例を刑

事事件として区分しています。少年事件は刑事事件に区分しています。 
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4.1.3 パネル入力 

 「検索」ボタンの右にある「パネル入力」ボタンをクリックすると、より複雑な条件設

定が可能なパネル入力の画面を表示します。パネル入力の画面では、各検索項目の入力欄

を縦に展開できるため、より多くの検索条件を指定できます。 

 

 

パネル入力 

 

A：フリーワード 

フリーワード入力欄は、「をすべて含む」（AND）、「のいずれかを含む」（OR）、「の

どれも含まない」（NOT）の 3 つがあり、複雑な掛け合わせができます。それぞれ

の欄に検索語（フリーワード）を入力します。複数の語を入力する場合には、語と

語の間にスペース（半角または全角）を入力してください（例：「在職中 発明 対

価」）。各入力欄に、同時に検索語を入力することも可能です。たとえば、「をすべて

含む」欄に「在職中発明」と入力し、「のどれも含まない」欄に「対価」と入力して

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 
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検索するといったことが可能です。 

B：事項 

事項入力欄も、前述のフリーワード入力欄と同様に、「をすべて含む」（AND）、「の

いずれかを含む」（OR）、「のどれも含まない」（NOT）の 3 つがあり、複雑な掛け

合わせができます。それぞれの欄に検索語を入力します。複数の語を入力する場合

には、語と語の間にスペース（半角または全角）を入力してください。各入力欄に、

同時に検索語を入力することも可能です。たとえば、「をすべて含む」欄に「発明利

益」と入力し、「のどれも含まない」欄に「対価」と入力して検索するといったこと

が可能です。 

 

C：参照法令 

D：裁判所 

E：事件番号 

F：出典 

G：裁判官 

それぞれの項目名の内容で検索します。パネル検索では、最大で 10 行までの入力が

可能です。「＋」ボタンをクリックすると、入力欄を追加します。たとえば、参照法

令の検索では「商法 38 条と 40 条の両方を参照法令に持つ判例を検索する」といっ

た使い方が可能です。 

●「＋」ボタン……参照法令の項目欄を追加します。 

●「－」ボタン……参照法令の項目欄を削除します。このボタンは、複数の項目欄

が現れているときに表示します。 

●「OR」ボタン……項目欄に「のいずれかを含む」（OR）の条件を設定します。 

●「AND」ボタン……項目欄に「をすべてを含む」（AND）の条件を設定します。 

 

H：法編 

検索対象を法編から選択して指定します。パネル検索では、複数の法編が指定でき

ます。「すべて」にチェックマークを付けるとすべてが選択状態になり、チェックマ

ークを外すと全法編が選択されていない状態になります。〔法編の詳細について ⇒ 

「4.2 体系目次検索」参照〕 

 

I：「検索」ボタン等／パネル解除ボタン 

検索条件の設定が完了して、検索を実行する場合には、「検索」ボタンをクリックし

ます。検索の結果は、画面右の結果表示エリアに一覧表示します。 

●パネル「解除」ボタン……パネル入力を解除します。 
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4.1.4 入力候補の検索（関連語・連想語・候補） 

 検索語を入力するにあたって、適切な言葉が見つからないようなときや検索語が曖昧な

場合には、入力候補機能を利用するのが便利です。そのために、フリーワード検索では、「関

連語」ボタン、「連想語」ボタン、「候補」ボタン等が付いた検索語入力欄を用意していま

す。 

 「関連語」とは、類似した意味を持つ語や上位・並列・下位概念の関係にある語などを、

法律的観点から整理し、辞書化したものです。「関連語」ボタンは、フリーワード欄と事項

欄に付いています。 

 「連想語」は、検索エンジンが「近い関係にある」と判断した語です。「連想語」ボタン

は、フリーワード欄に付いています。 

 「候補」ボタンは、事項、参照法令、裁判所、出典、裁判官の各欄に付いています。「候

補」ボタンをクリックすると、入力した語の一部を含む入力候補を一覧表示します。 

 

 

 

 

 

 入力欄に検索語を入力し、これらのボタンをクリックすると、画面右のエリアに入力候

補を一覧表示します。 

 

入力候補の検索（一覧表示） 

  

◆「候補」における略称の取扱い 

［参照法令］、［裁判所］、［出典］は、正式名称と略称に対応しています。略称を入力してガ

イドボタンをクリックした場合は、右フレームの入力候補一覧には、正式名称に読み替えた

一覧表が表示されます。 
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入力候補エリアの上部には、検索語を入力するボックスと「候補を検索」ボタンがあり

ます。このボックスには、画面左のフリーワード検索エリアで入力した検索語が表示され

ますが、別の用語を入力して再検索することも可能です。次の例では、再検索によって、

検索結果のヒット件数や内容が異なっていることがわかります。 

 

 
 

 
入力候補の検索（検索語の変更前・後） 

 

■フリーワード 

 該当候補に適切な検索語が見つかった場合は、その行をクリックし、検索語を入力欄に

追加します。続けて複数の行をクリックすると、入力欄に複数の語をスペースで区切って

入力します。 

 

 

入力候補の入力欄への追加 
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■フリーワード以外の入力欄 

 「フリーワード」欄以外の入力欄（「事項」、「参照法令」、「裁判所」等）では、候補欄か

ら選択した語はダブルクォーテーション（“ ”）でくくって反映され、完全一致での検索と

なります。 

 複数の行をクリックすると、複数の検索語を指定することができます。 

 

 

入力候補の検索（事項） 

 

 

         入力候補の検索（完全一致での指定） 

 

  

“”でくくり、完全一致を指定 
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4.2 体系目次検索 

 『判例体系』では、法曹界・法学界の最高権威を中心とした「判例体系編集委員会」に

よって作成された体系目次のもとに、判例（要旨）が整理・分類されています。体系目次

検索では、目次見出し（体系項目）を選択することにより、その項目に分類された判例要

旨（論点・争点を同じくする判例）をまとめて閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体系目次検索画面 

 

A：「体系目次」ボタン 

体系目次検索の画面を表示します。 

  

A 

C 

D 

B 

E 

◆「体系目次検索」における用語の定義 

●大法編 

『判例体系』では、全法分野を「公法編」、「民事法編」、「民事特別法編」、「社会経済法編」、

「刑事法編」の 5 つに大別しています。この区分を「大法編」と呼びます。 

●法編（36 法編） 

〔『判例体系』の基本的な 36 分類について ⇒ 「1.2.1 「法編」の構成」参照〕 

●体系項目 

体系目次の各見出しを「体系項目」と呼びます。 
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B：体系目次エリア 

体系目次を表示します。行にカーソルを合わせてクリックすると、その下の階層の

体系目次を表示します。この目次を展開していくことで判例の体系をたどることが

できます。〔体系目次の選択について ⇒ 「4.2.1 体系目次の選択」参照〕 

 

C：「体系目次をさがす」エリア 

体系目次の中から該当する体系項目を検索することができます。目的の体系項目が

どこにあるのか、はっきりしない場合に利用します。条件を設定して「体系目次の

候補」ボタンをクリックすると、画面右の結果表示エリアに候補の一覧を表示しま

す。〔体系目次の検索について ⇒ 「4.2.3 体系目次検索をさがす」参照〕 

 

D：選択中の体系項目エリア 

体系目次エリア（B）で選択した体系項目をこのエリアに表示します。〔選択中の体

系項目について ⇒ 「4.2.2 選択中の体系項目」参照〕 

●「全解除」ボタン……体系項目の選択をすべて解除します。 

●「体系目次を表示」ボタン……体系目次エリアに体系目次を表示していないとき

にこのボタンをクリックすると体系目次を表示します。 

●「解除」リンク……該当の体系項目の選択を解除します。 

●「検索」ボタン……検索条件の設定が完了して検索を実行する場合にクリックし

ます。検索の結果は、画面右の結果表示エリアに一覧表示します。 

 

E：最近の検索エリア 

最近の検索エリアには、直前にこの画面で実行した検索の履歴（検索した体系目次

やヒットした件数等）を 5 件まで表示します。 

●「すべて表示」……「すべて表示（検索履歴）」のリンク文字列をクリックすると、

「検索履歴」画面に遷移し、最大 100 件の検索履歴を検索実行日ごとに表示します。 

 

 

 

 

  

◆「最近の検索」と「検索履歴」 

「最近の検索」は、検索画面別に保持しています。すべての検索履歴を参照する場合や、詳

細な検索履歴を確認する場合は、「最近の検索」の「すべて表示（検索履歴）」、またはメニュ

ーバーの「検索履歴」ボタンをクリックしてください。 
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4.2.1 体系目次の選択 

 初期状態の体系目次エリアには、第一階層（『判例体系』の基本分類である 36 法編）の

法編が並んでいます。次の階層がある法編には、行の左端に“ ”アイコンが付きます。次の

階層を開くには、法編の行をクリックします（クリック可能な位置は下図参照）。すると、

第一階層が開いて、第二階層を表示します。第一階層と同様に、次の階層がある法編には、

“ ”アイコンが付きます。 

 

■体系目次の開き方 

 以下の例のように体系目次の各行を次々にクリックして、目的の体系項目を探します。 

 

 

 

 

                              体系目次の開き方 
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■体系目次の閉じ方 

 階層を閉じる場合は、ひとつ上の階層をクリックしてください。 

 

体系目次の閉じ方 

 

■体系目次の戻り方 

 一番上の「判例体系目次」をクリックすると、37 の法編が並んだ初期状態に戻ります。 

 

■体系目次からダイレクトに検索する 

 各行にマウスポインタを合わせると、行の右端に“ ”アイコンが現れます。これをク

リックすると、その項目を単独ですぐに検索することができます。 

 

 

体系目次からのダイレクト検索 

 

 検索を実行すると、画面右のエリアに検索結果の一覧を表示します。 

 

■「最判解説」ボタンからの検索について 

 体系目次では、条レベル以下の階層に紐づく判例に、「最高裁判所判例解説」、「法曹時報」

で解説された判例がある場合、「最判解説」ボタンを表示しています。“ ”アイコン

をクリックすると、これらの解説と紐づく判例に絞り込まれた一覧が表示されます。 
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体系目次検索（検索実行後） 

 

■体系目次の選択 

 チェックボックスにチェックマークを付けると、その体系項目が選択され、体系項目を

表示するエリアに表示します。〔選択中の体系項目について ⇒ 「4.2.2 選択中の体系項

目」参照〕 

 

 
体系目次の選択 
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4.2.2 選択中の体系項目 

体系目次表示エリアで選択した体系項目を表示するエリアです。 

 

 

選択中の体系項目 

 

A：「全解除」ボタン 

選択中の体系項目をすべて解除します。 

 

B：「体系目次を表示」ボタン 

体系目次を表示するボタンです。たとえば、入力候補を表示している状態でクリッ

クすると、最後に表示していた体系目次が現れます。すでに体系目次を表示してい

る場合は変化しません。 

 

C：選択中の体系項目表示エリア 

選択中の体系項目を表示するエリアです。各体系項目をクリックすると、体系目次

エリアに該当する体系項目を表示することができます。 

●「解除」リンク……「解除」のリンク文字列をクリックすると、該当する体系項

目の選択を解除します。 

 

D：「検索」ボタン 

検索条件の設定が完了して、検索を実行する場合には、「検索」ボタンをクリックし

ます。検索の結果は、画面右の結果表示エリアに一覧で表示します。〔検索結果の詳

細について ⇒ 「5 検索結果一覧」参照〕 

 

4.2.3 体系目次項目をさがす 

 体系目次検索では、「フリーワード」、「法編」、「法令」の各条件を指定して、体系目次内

の項目を検索することができます。 

 

B 

C 

D 

A 
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体系目次項目をさがす（入力欄） 

 

A：フリーワード 

フリーワード入力欄に、検索語（フリーワード）を入力し、体系中の語句を検索し

ます。複数の語を入力する場合には、語と語の間にスペース（半角または全角）を

入力してください。（例：「性別 差別」） 

●掛合せ条件式……複数の検索語を指定した場合に適用する条件を指定します。

「AND」は、すべての検索語を含む判例を検索します（初期設定）。「OR」は、指

定したいずれかの検索語を含む判例を検索します。「検索式」は、論理演算式を用い

て、より複雑な条件を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B：法編 

体系中の事項を法編から選択して指定します。〔法編の詳細について ⇒ 「1.2.1 

「法編」の構成」参照〕 

 

C：法令 

法条体系に整理された各体系項目を、法令および条数で検索します。法令名または

法令名の略称を入力してください。法令名の一部しか思い当たらない場合は、「候補」

ボタンをクリックして、表示される該当候補から選択してください。 

●「条文表示」ボタン……入力した参照法令と条数に該当する条文を表示します。 

 

A 

B 

C 

D 

◆「検索式」の指定 

掛合わせ条件を「検索式」にした場合に指定できる演算子は次のとおりです。 

「＊」……検索語どうしを AND 条件で掛け合わせます。 

「＋」……検索語どうしを OR 条件で掛け合わせます。 

「－」……検索語どうしを NOT 条件で掛け合わせます。 

また、AND、OR、NOT を組み合わせる場合は、四則演算の規則に従い、カッコを用います。

たとえば、「労働」と「賃金」の両方の語を含み、「組合」を含まない判例を探す場合、「 (労

働＊賃金)－組合」のように指定します。 
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D：「体系目次の候補」ボタン 

フリーワードや法編、法令名を入力して「体系目次の候補」ボタンをクリックする

と、体系目次表示エリアに該当する体系目次を表示します。 

 

4.2.4 入力候補 

体系目次検索で「フリーワード」や「法編」、「法令」などの検索条件を設定して、「体系

目次の候補」ボタンをクリックすると、画面右のエリアに体系目次の入力候補を表示しま

す。各項目をクリックすると、体系目次画面の該当箇所に切り替わります。チェックボッ

クスにチェックマークを付けたり、“ ”アイコンをクリックすると、その項目だけで検

索実行できるのは、体系目次画面と同様です。 

 

 

体系目次項目をさがす（入力候補） 

 

A：該当候補数 

体系目次検索でヒットした体系目次の候補数を表示します。 

 

B：階層の有無を示すアイコン 

“ ”のアイコンは次の階層が存在することを示します。クリックすると、階層が

開いて次の階層を表示します。“ ”アイコンは次の階層が開いている際に表示しま

す。クリックすると階層が閉じて、“ ”アイコンに変わります。 

 

C：選択のチェックボックス 

入力候補の選択／非選択を指定します。入力候補を選択する場合にはチェックマー

クを付け、選択しない場合にはチェックマークを外します。 

 

 

4.2.5 体系目次内に「→」を含む場合について 

 体系目次では、法編・法令が項目レベルで細分化され、判例が紐づけられています。 

関連する項目がある場合、「→」で参照先を提示しておりますが、この参照先について、

A 

B 

C 
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「→」以下の文字列をクリックすることで「候補」を表示することが可能です。 

 

【「→」を含む体系項目の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照先の候補の表示例】 

 

 

 

 

 

 

 各項目をクリックすると、体系目次画面の該当箇所に切り替わります。チェックボッ

クスにチェックマークを付けたり、“ ”アイコンをクリックすると、その項目だけで検

索実行できるのは、体系目次画面と同様です。 

なお、右上の「×」ボタンをクリックすると、一つ前の状態に戻すことが可能です。  
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5 検索結果一覧 

5.1 判例の一覧 

 フリーワード検索、体系目次検索の検索結果は、画面右のエリアに最大で 50 件を一覧表

示します。 

 

 

 

 

 

検索結果一覧画面 

 

A：検索結果の絞り込みエリア 

検索結果を絞り込むための条件を設定したり、絞り込みを実行・解除するためのエ

リアです。フリーワード検索の結果一覧では、「出典」、「最近の判例」、「裁判所」、

「情報の有無」の 4 つを、体系目次検索の結果一覧では、「裁判所」、「情報の有無」

の 2 つを絞り込みの条件として設定することができます。 

●出典……出典の種類を「公刊物」、「未公刊－第一法規セレクト」、「未公刊－その

他」から選択します。 

・公刊物：「最高裁判所民事判例集」「判例タイムズ」や裁判所ウェブサイトなど

を出典とする判例 

・未公刊 － 第一法規セレクト※：公刊物未登載判例のうち、今後の公刊物登載

A 

B 

C 

◆検索結果一覧の表示件数等の変更 

検索結果一覧の表示件数は、マイページの「利用設定」画面で変更することができます。「判

例体系」の「検索結果一覧表示設定」にある「一覧表示件数」で「10 件」、「20 件」、「30 件」、

「40 件」、「50 件」から選択してください。 
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可能性が高いと思われるものや、報道等で広く知られている判例 

・未公刊 － その他※：前記(1) (2)のいずれにも分類されない判例 

※第一法規編集部にて内容を確認し、今後の公刊可能性等の観点から独自に分類しています。 

●最近の判例……裁判年月日の範囲で絞り込みます。「すべて」、「半年以内」、「1 年

以内」、「5 年以内」、「平成元年以降」から選択します。 

●裁判所……最高裁・大審院の判例に限定する場合は、「最高裁・大審院にしぼる」

にチェックマークを付けます。 

●情報の有無……情報の有無を「本文あり」、「要旨あり」、「解説あり」から選択し

ます。 

●「絞込み/解除」ボタン……設定した条件で絞り込みを行うときは「絞込み」ボタ

ンをクリックします。絞り込みを解除するときは「解除」ボタンをクリックします。 

 

B：ツールバー 

検索された判例に対して、印刷、ダウンロード、一覧の抽出等の操作を行うための

アイコンを集めたバーです。ツールバーは、一覧の下方にスクロールしても画面の

上部に常駐します。 

 

 

 

 

1. 該当判例……検索でヒットした判例の件数を表示します。 

2. 選択件数……検索結果の一覧から選択している判例の数です。〔選択の方法につ

いて ⇒ 「C:判例一覧」参照〕 

3. 印刷……一覧の判例を印刷します。〔印刷の方法について ⇒ 「5.1.1 判例一覧

の印刷」参照〕 

4. ダウンロード……一覧の判例をダウンロードします。〔ダウンロードの方法につ

いて ⇒ 「5.1.2 判例一覧のダウンロード」参照〕 

5. 抽出した一覧……選択した判例だけを一覧表示します。再度クリックすると、元

の状態に戻ります。 

6. 全選択……チェックマークを付けると、現在画面に表示している判例をすべて選

択状態にします。チェックマークを外すと、選択を解除します。 

 

1 

2 3 4 5 6 
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7. 一覧のソート……一覧を裁判年月日、重要度、検索語との関連度でソートします。 

 

 

 

8. 簡易／詳細表示……一覧の簡易表示と詳細表示を切り替えます。 

 

 

 

 

9. 上へ戻る……一覧の上部に戻ります。 

10. 前へ／次へ……1つのページに表示可能な判例一覧は、初期設定では 50件です。

51 件目以降を表示する場合は、このボタンをクリックしてページを切り替えます。

数字のアイコンをクリックすると、該当するページを表示します。黒い三角のアイ

コンをクリックすると、前のページ／次のページを表示します。 

 

C：判例一覧 

判例一覧には、判例 ID、裁判年月日、裁判所、事件名、裁判結果、概要などの情報

を表示します。判例 ID 等のリンク文字列をクリックすると新しいウィンドウが開

いて判例詳細画面を表示します。〔詳細画面について ⇒ 「6 判例の詳細表示」参

照〕 

 

 

 

 

1. 選択のチェックボックス……判例を選択する場合にチェックマークを付けます。

チェックマークを付けると、その数をツールバーの選択件数欄に表示します。 

10 

7 8 9 

1 2 

◆検索語との関連度について 

一覧のソートで、「検索語との関連度が高い」を選択すると、検索エンジンが検索語と関連性

が高いと判断した順に判例を並べ替えます。 

◆簡易／詳細表示の違い 

検索結果の一覧では、初期設定では「簡易」表示となっています。「簡易」表示では、「概要・

要旨」の一部を表示します。「詳細」をクリックすると、「要旨・概要」は全文表示となり、参

照法令、評釈、審級関連などの情報を表示します。フリーワード検索の場合は、ヒット箇所の

前後の文書も表示します。 
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2.判例 ID 等のリンク文字列……クリックすると、新しいウィンドウが開いて、判例

の詳細情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 重要度……判例の重要度を表します。重要度は 0～5 の 6 段階です。 

 

 

 

 

 

3 

7 

4 

5 6 

◆検索結果一覧で表示する要旨文字数の変更 

検索結果一覧で表示する要旨・判示事項の文字数は、マイページの「利用設定」画面で変更す

ることができます。「判例体系」の「検索結果一覧表示設定」にある「判示事項・要旨文字数」

で「全て」、「50 字」、「100 字」、「200 字」から選択してください。一覧性を優先する場合は

短い文字数で、一覧上で判例の概要を検討する場合は、長い文字数を設定すると効果的です。 

◆一覧での判例の選択 

判例一覧から選択する場合、一覧のページを跨いでチェックマークを付けることができます。

表示中のページのすべての判例を選択する場合は、ツールバーの「全選択」のチェックボック

スにチェックマークを付けてください。全チェックマークを解除する場合は、ここのチェック

マークを外してください。判例は 50 件まで選択することができます。 

◆重要度について 

重要度は、各判例にひもづく評釈の数などの観点から、独自にポイント化して設定しています。 

◆検索結果一覧に表示する判例の情報 

●簡易表示・詳細表示で共通の表示項目は、次のとおりです。 

判例 ID、裁判年月日、裁判所名、部署名、裁判形式、事件番号、著名事件名（または事

件名）、裁判結果、上訴等、出典（最初の１つのみ表示し、他は「等」として省略）、判

示事項（または要旨） 

●詳細表示のみの表示項目は、次のとおりです。 

出典（すべての出典を表示）、参照法令、ヒット箇所、裁判官、少数意見、審級関連、評

釈 

8 
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4.最高裁／大審院……最高裁判所・大審院の判例を表します。小法廷の場合は「最

高小」、大法廷の場合は「最高大」、大審院の場合は「大審院」となります。 

5. 情報の有無……「本文」、「要旨」、「解説」の情報があるかどうかを示します。 

6.詳細表示／簡易表示……判例ごとに詳細表示と簡易表示を切り替えます。「詳細」

をクリックすると詳細表示になり、「簡易」をクリックすると簡易表示になります。 

7.ふせん……クリックするとふせんが付き、アイコンの色が薄い黄色に変わります。

ふせんが付いた状態のアイコンをクリックすると、ふせんにメモを記入することが

できます。 

「ふせん」は、ID・パスワードを入れてログインした場合のみ有効な機能です。 

団体利用（IP アドレスによる認証等）の場合は、管理者の設定した内容の参照が可

能です。 

 

 

 

 

 

 

a.メモ入力欄……メモを入力します。 

b.「保存」ボタン……ふせん・メモを保存します。 

c.「削除」アイコン……ふせん・メモを削除します。 

d.「閉じる」アイコン……ふせん・メモを閉じます。 

 

8.お気に入り判例……クリックすると「お気に入り判例」として登録され、アイコ

ンの色が薄い黄色に変わります。なお、登録と同時に、メールアラート対象となり

ます。 

〔メールアラート機能について ⇒ 「7.2.1 個別判例のアラート機能」参照〕 

「お気に入り判例」は、ID・パスワードを入れてログインした場合のみ有効な機能

です。団体利用（IP アドレスによる認証等）の場合は、管理者の設定した内容の参

照が可能です。 

 

 

  

a 

b c d 
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5.1.1 判例一覧の印刷 

 ツールバーの「印刷」アイコンをクリックすると、判例一覧を印刷することができます。

印刷設定画面では印刷する情報や対象を細かく指定することが可能です。 

 

印刷設定画面（判例一覧） 

 

A：ツールバー 

印刷用画面（プレビュー画面）を表示するための「印刷設定確定」ボタンや、判例

一覧印刷画面を閉じるための「×」アイコンなどが並んだツールバーです。 

 

B：出力項目エリア 

判例のどの項目を印刷するかを選択します。選択可能な項目は、「書誌情報」と「検

索条件出力」に分かれています。 

●書誌情報……出力する内容を「簡易」、「詳細」から選択します。「簡易」を選択す

ると、「判例 ID」、「裁判年月日等」、「判示事項」、「要旨」、「著名事件名」、「事件名」、

「出典」を出力します。「詳細」を選択すると、画面上の項目から出力項目を選択す

ることができます。 

●検索条件出力……検索条件を出力するかしないかを選択します。 

 

C：印刷対象エリア 

印刷の対象となる判例を選択します。「すべて」を選択すると検索結果一覧の判例が

すべて対象となります。「選択したもの」を選択すると検索結果一覧で選択した判例

が対象となります。「選択範囲」を選択して番号の範囲（検索結果一覧の各判例に付

いている番号）を入力すると、その範囲の判例が対象となります。一度に印刷でき

るのは 50 件までです。 

B 

C 

A 
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 出力項目と印刷対象を指定して「印刷設定確定」ボタンをクリックすると新しいウィン

ドウが開き、印刷用画面（プレビュー画面）を表示します。 

 

 

印刷用画面（プレビュー画面） 

 

 ツールバーの「印刷実行」ボタンをクリックすると、Windows の印刷ダイアログボック

スが開きます。必要に応じて、プリンタを選択したり、印刷設定を行ってください。すべ

ての準備が整ったら「印刷」ボタンをクリックして印刷します。 

 

※判決文を印刷したい方は判例の印刷画面（6.1.1 判例の印刷）をご利用ください。  
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5.1.2 判例一覧のダウンロード 

 ツールバーの「ダウンロード」アイコンをクリックすると、判例一覧のデータをダウン

ロードすることができます。判例一覧ダウンロード画面では、ダウンロードする情報や対

象を細かく指定することが可能です。 

 

 

ダウンロード設定画面（判例一覧） 

 

A：ツールバー 

「ダウンロード実行」ボタンや、「判例一覧ダウンロード画面」を閉じるための「×」

アイコン等が並んだツールバーです。 

 

B：ファイル形式選択エリア 

ファイル形式を「リッチテキスト形式（.rtf）」、「テキスト形式（.txt）」、「PDF 形式

（.pdf）」から選択します。初期設定では、ファイル形式は「リッチテキスト形式（.rtf）」

になっています。 

 

 

 

 

 

 

A 

B 

C 

D 

◆ダウンロードのファイル形式 

ファイル形式の初期設定は、マイページの「利用設定」画面で変更することができます。「判

例体系」の「ダウンロード共通設定」にある「ファイル形式（初期状態）」で項目を選択して

ください。 
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C：出力項目エリア 

判例のどの項目を出力するかを選択します。選択可能な項目は、「書誌情報」と「検

索条件出力」に分かれています。 

●書誌情報……出力する内容を「簡易」、「詳細」から選択します。「簡易」を選択す

ると、「判例 ID」、「裁判年月日等」、「判示事項」、「要旨」、「著名事件名」、「事件名」、

「出典」を出力します。「詳細」を選択すると、画面上の項目から出力項目を選択す

ることができます。 

●検索条件出力……検索条件を出力するかしないかを選択します。 

 

D：ダウンロード対象エリア 

ダウンロードの対象となる判例を選択します。「すべて」を選択すると検索結果一覧

の判例がすべて対象となります。「選択したもの」を選択すると検索結果一覧で選択

した判例が対象となります。「選択範囲」を選択して番号の範囲（検索結果一覧の各

判例に付いている番号）を入力すると、その範囲の判例が対象となります。一度に

ダウンロードできるのは 50 件までです。 

 

 ファイル形式、出力項目、ダウンロード対象を指定して「ダウンロード実行」ボタンを

クリックすると、設定したファイルのダウンロードが始まります。 

 

※判決文をダウンロードしたい方は判例のダウンロード画面（6.1.2 判例のダウンロード）

をご利用ください。 
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6 判例の詳細表示 

6.1 詳細画面 

 検索結果一覧や新規登載判例のリンク文字列をクリックすると、別ウィンドウで詳細画

面を開いて、判例の内容を表示します。 

 

判例詳細画面 

 

 

 

 

A：ツールバー 

検索結果を移動したり、判例本文の内容を検索したりするためのアイコン等が並ん

だツールバーです。 

 

 

 

 

 

1. 「判例の移動」ボタン……検索によって見つかった判例間を移動する場合にクリ

ックします。「▲」ボタンをクリックすると前の判例に移動し、「▼」ボタンをクリ

ックすると次の判例に移動します。 

2. 重要度アイコン……判例の重要度を示すアイコンです。 

 

 

A 

B 

C 

D 
E 

1 2 
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3. 「ヒット箇所の移動」ボタン……フリーワード検索の検索ヒット箇所を移動する

場合にクリックします。左の三角ボタンは前方のヒット箇所に移動し、右の三角ボ

タンは後方のヒット箇所に移動します。 

4. 「判例内検索」アイコン……判例内を検索する場合にクリックします。検索の対

象は中央の本文表示エリア内の情報（本文・要旨・解説）です。アイコンをクリッ

クすると、ツールバーの下段に検索のエリアが現れます。検索語の入力欄に用語を

入力して、「判例内検索」ボタンをクリックすると、ヒット箇所を表示します。次の

ヒット箇所もしくは前のヒット箇所に移動する場合は、「前ヒット」／「次ヒット」

ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

a.検索語入力欄……検索する用語を入力します。 

b.「判例内検索」ボタン……検索を実行するボタンです。 

c.「前ヒット」／「次ヒット」ボタン……次のヒット／前のヒット箇所に移

動します。 

 

5. 「文字サイズ変更」アイコン……文字のサイズを変更する場合にクリックします。

サイズ変更の対象は中央の本文表示エリア内の情報（本文・要旨・解説）です。ア

イコンをクリックすると、ツールバーの下段に文字サイズ変更のエリアが現れます。

「最大」、「大」、「中」、「小」、「最小」の各ボタンをクリックすると、文字のサイズ

が変わります。 

 

 

6. 「印刷」アイコン……判例を印刷します。〔印刷の方法について ⇒ 「6.1.1 判

例の印刷」参照〕 

7. 「ダウンロード」アイコン……判例をダウンロードします。〔ダウンロードの方

法について ⇒ 「6.1.2 判例のダウンロード」参照〕 

3 4 5 6 7 

a b c 

◆重要度について 

各判例にひもづく評釈の数などの観点から独自にポイント化して設定しています。 

9 8 
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8.お気に入り判例……クリックすると「お気に入り判例」として登録され、アイコ

ンの色が薄い黄色に変わります。なお、登録と同時に、メールアラート対象となり

ます。 

〔メールアラート機能について ⇒ 「7.2.1 個別判例のアラート機能」参照〕 

「お気に入り判例」は、ID・パスワードを入れてログインした場合のみ有効な機能

です。団体利用（IP アドレスによる認証等）の場合は、管理者の設定した内容の参

照が可能です。 

9. 「シンプル表示」ボタン……判決本文の表示中のみ表示されるボタンです。クリ

ックすると、判決本文中の下線表示、リンク文字について、文字色を全て単一色で、

下線表示なしとすると同時に、表示領域が広がります。再度クリックすると元に戻

すことができます。 

 

B：書誌情報表示エリア 

裁判年月日・事件番号等のエリアには、判例の裁判年月日や事件番号、書誌情報な

どを表示します。「もっと見る」ボタンをクリックすると、詳細な書誌情報をポップ

アップ表示します。この表示は、右上の「×」アイコンをクリックすると消えます。 

 

書誌情報表示エリア 

 

 

 

 

 

 

C：要旨・概要、審級関連表示エリア 

「要旨・概要」、「審級関連」の切り替えタブで、「要旨・概要」タブをクリックした

ときには当該判例の判示事項と要旨を表示し、「審級関連」タブをクリックしたとき

には、当該判例の審級関連を表示します。〔審級関係の参照について ⇒ 「6.2.2 審

級関連からの参照」参照〕 

◆「書誌情報」の表示項目 

書誌情報の表示項目は、次のとおりです。 

「判例 ID」、「裁判年月日等」、「判示事項等」、「著名事件名」、「事件名」、「出典」、「裁判

結果」、「上訴等」、「裁判官」、「少数意見」、「参照法令」、「判例評釈」 
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要旨・概要表示             審級関連表示 

 

タブの右にある“ ”ボタンをクリックすると、「要旨・概要」、「審級関連」表示エ

リアが広がり、ボタンの形が“ ”に変わります。“ ”ボタンをクリックすると、

「要旨・概要」、「審級関連」表示エリアが元の大きさに戻ります。 

 

D：本文表示エリア 

本文を表示するエリアです。上部には「本文」、「要旨」、「解説」を切り替えるため

のタブがあります。タブをクリックすると、本文、要旨、解説を切り替えて表示し

ます。 

 

 

 

 

 

本文表示エリア 

 

◆ヒット箇所のハイライト表示 

フリーワードで検索した場合に、ヒットした文字列をハイライト表示します。ハイライトは 5

色です。6 つ以上の検索語を掛け合わせて検索した場合、6 つ目以降は 5 つ目の検索語と同じ

ハイライト色で表示します。 

1 2 3 
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1.「本文」タブ……判例の本文を表示します。判例本文表示時は、目次ボックスを

表示します。プルダウンメニューから目次項目を選択すると、判例本文中の該当箇

所にジャンプします。法令リンク・判例リンクをクリックすると、該当の条文や判

例を表示します。判例リンクは、画面右の関連情報エリアに、「この判例内で引用さ

れている判例」として一覧表示しています。 

 

 

 

本文表示時 

 

目次ボックス 

法令リンク 

判例リンク 
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◆『D1-Law.com 解説検索』『D1-Law.com 法律判例文献情報』リンク機能について 

判決本文中、「最高裁判所判例解説」を引用する箇所がある場合に、クリックすると

『D1-Law.com 解説検索』の詳細画面を開くことができます。 

また、「判例百選」「ジュリスト」「法学教室」等の法律関連の文献情報を引用する箇所があ

る場合に、クリックすると『D1-Law.com 法律判例文献情報』の詳細画面を開くことができま

す。 

なお、「最高裁判所判例解説」と「法曹時報」の解説本文や、「D1-Law.com 法律判例文献情

報」を閲覧するには、別途のご契約が必要となります。 

 

【D1-Law.com 解説検索】画面例 【D1-Law.com 法律判例文献情報】画面例 
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原審引用リンク機能利用時の表示イメージ 

 

 

 

 

◆原審引用リンク機能について 

控訴審の判決本文中、原審を引用する箇所がある場合に、クリック１つで該当箇所にジャン

プできるようになります。 

ジャンプした画面では控訴審と原審が並んで表示され、引用箇所がハイライトされます。 
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2.「要旨」タブ……判例要旨を表示します。要旨表示時は、「体系を表示」ボタンを

表示します。このボタンをクリックすると、判例の要旨とその要旨が帰属している

体系目次を表示します。これにより、現在参照している判例要旨が、『判例体系』の

体系目次の中でどのように位置付けられているのかを、判例要旨とともに確認する

ことが可能です。〔関連要旨の参照について ⇒ 「6.2.1 関連要旨の参照」参照〕 

 

 
要旨表示時 

 

体系検索の結果として詳細画面を表示し、要旨表示した場合は、「どの要旨がヒット

したか」がわかるよう、ヒットした要旨にマークが付き、要旨全体がハイライトし

ます。また、「ヒットした要旨のみ表示」ボタンをクリックすると、ヒットした要旨

だけが表示されます。 

 

 
ヒットした要旨 

 

「体系を表示」ボタン 

ヒットした要旨 
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3.「解説」タブ……判例解説を表示します。「解説掲載誌」の「PDF」アイコンをク

リックすると、別ウィンドウで解説の PDF ファイルを表示します。 

 
解説表示時 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

E：関連情報 

この判例の関連情報を表示するエリアです。ふせん、判例評釈、参照法令、この判

例を引用する判例、この判例内で引用されている判例、連想判例等を表示します。 

ふせんは、ユーザーが判例の検索一覧や判例の詳細画面に目印を付ける機能です。

ふせんにユーザー自身でメモを記入することも可能です。付けたふせんは、「マイペ

ージ」の「ふせん・メモ」画面で確認することができます。 

関連体系、連想体系は、争点・論点の類似する判例を探しやすくする機能です。 

判例評釈は、判例の評釈を掲載した書誌の一覧です。『法律判例文献情報』をご契約

の場合には、各評釈のリンク文字列をクリックすると、別ウィンドウに詳細な文献

情報を表示します。 

参照法令は、判例で参照している法令および条項名です。法令のリンク文字列をク

◆PDF 表示時のセキュリティについて 

「最高裁判所判例解説」、「法曹時報」の PDF については、コンテンツ提供元の要請により、

７日間経過すると表示できなくなる制限がかけられております。 

また、Web ブラウザ上で開くには IE，Firefox である必要があります。Web ブラウザが

Chrome の場合、ブラウザ内で PDF ファイルを開いて閲覧することができません。PDF アイ

コンをクリックして開いた画面上の「保存」アイコンをクリックし、ご利用の PC 上に保存し

た上で、保存した PDF ファイルを Adobe Reader で開いて閲覧してください。 

「PDF」アイコン 

◆「最高裁判所判例解説」と「法曹時報」の本文閲覧について 

「最高裁判所判例解説」と「法曹時報」の解説本文を閲覧するには、別途オプション契約が必

要となります。（※「判例タイムズ」は別途の契約は不要です。） 

◆Firefox での PDF 表示について 

Web ブラウザが Firefox の場合、PDF の表示が崩れたり、開かないことがあります。PDF 表

示プラグインを利用すると解決することがありますので、設定の変更についてブラウザのヘル

プを確認してください。 
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リックすると、別ウィンドウに法令を表示します。条項名のリンク文字列をクリッ

クすると、別ウィンドウに法令の条項部分を表示します。 

連想判例は、判決から連想される判例の一覧です。 

連想判例、この判例を引用する判例、この判例内で引用されている判例については、

リンク文字列をクリックすると、別ウィンドウに対象となる判例の詳細画面を表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

関連体系表示イメージ 

 

 

 

 

◆「ふせん・メモ」、「お気に入り判例」、「マイページ」について 

「ふせん・メモ」、「お気に入り判例」、「マイページ」は、ID・パスワードを入れてログイン

した場合に設定、参照が可能です。団体利用（IP アドレスによる認証等）の場合は、管理者

の設定した内容の参照が可能となります。 

◆「関連体系」、「連想体系」について 

要旨のある判例については、要旨が関連付けられた体系を「関連体系」として表示し、要旨の

ない判例については、判例本文から連想される体系を「連想体系」として表示します。それぞ

れリンクをクリックすると、その体系に関連する判例を別ウィンドウで一覧表示します。 
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6.1.1 判例の印刷 

 ツールバーの「印刷」アイコンをクリックすると、判例の書誌と本文を印刷することが

できます。印刷設定画面では、印刷する情報や対象を細かく指定することが可能です。 

 

 

 
 

印刷設定画面（判例詳細） 

 

A：印刷ツールバー 

印刷用画面（プレビュー画面）を表示するための「印刷設定確定」ボタンや、「判例

本文印刷画面」を閉じるための「×」アイコンなどが並んだツールバーです。 

 

B：詳細印刷設定エリア 

印刷の詳細設定を選択します。選択可能な項目は、「付属情報」「下線表示」、「ヒッ

ト箇所ハイライト」に分かれています。 

●付属情報……印刷する付属情報を「なし」、「本文イメージ」、「引用判例」、「被引

用判例」、「上下審判例」から選択します。「なし」以外を選択する場合、次の印刷用

画面（プレビュー画面）を表示するまでに時間がかかることがあります。 

●下線表示……判決本文中に表示される下線を出力時にも付与するか選択します。 

●ヒット箇所ハイライト……ヒット箇所に色を付けるかどうかを選択します。 

 

 

 

 

B 

C 

A 

◆ヒット箇所ハイライトについて 

ハイライトを画面表示どおりに印刷するには、ブラウザの設定変更が必要な場合があります。

各ブラウザのヘルプを確認してください。 
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C：書誌出力項目エリア 

印刷の対象となる項目を選択します。「すべて」を選択すると全項目が対象となりま

す。 

 詳細印刷設定と書誌出力項目を指定して「印刷設定確定」ボタンをクリックすると、新

しいウィンドウが開いて、指定した判例を表示します。これが印刷用画面です。 

 

 
印刷用画面（プレビュー画面） 

 

 印刷ツールバーの「印刷実行」ボタンをクリックすると、Windows の印刷ダイアログボ

ックスが開きます。必要に応じて、プリンタを選択したり、印刷設定を行ってください。

すべての準備が整ったら「印刷」ボタンをクリックして印刷します。 

 

※要旨のみを印刷したい方は判例一覧の印刷画面（5.1.1 判例一覧の印刷）をご利用くださ

い。  
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6.1.2 判例のダウンロード 

 ツールバーの「ダウンロード」アイコンをクリックすると、判例の本文データをダウン

ロードすることができます。判例本文ダウンロード画面では、ダウンロードする情報やフ

ァイル形式等を細かく指定することが可能です。 

 

 

 

 

ダウンロード設定画面（判例詳細） 

 

A：ダウンロードツールバー 

ダウンロードを実行するための「ダウンロード実行」ボタンや、「判例本文ダウンロ

ード画面」を閉じるための「×」アイコン等が並んだツールバーです。 

 

B：詳細ダウンロード設定エリア 

ファイル形式や付属情報、ヒット箇所ハイライトを設定します。 

●ファイル形式……ファイル形式は、「リッチテキスト形式（.rtf）」、「テキスト形式

（.txt）」、「PDF 形式（.pdf）」から選択可能です。初期設定では、「リッチテキスト

形式（.rtf）」になっています。 

●付属情報……ダウンロードする付属情報を「なし」、「本文イメージ」、「引用判例」、

「被引用判例」、「上下審判例」から選択します。「なし」以外を選択すると、次の印

刷用画面を表示するまでに時間がかかる場合があります。 

●下線表示……判決本文中に表示される下線を出力時にも付与するか選択します。 

A 

B 

C 
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●ヒット箇所ハイライト……ヒット箇所に色を付けるかどうかを選択します。 

〔ハイライトについて ⇒ 「6.1.1 判例の印刷」の「B：詳細ダウンロード設定エ

リア」にある「●ヒット箇所ハイライト」参照〕 

 

 

 

 

 

 

C：書誌出力項目エリア 

判例書誌のうち、どの項目を出力するかを選択します。初期設定では、全項目が選

択状態になっています。 

 

 

 

 

 

 詳細ダウンロード設定と書誌出力項目を指定して「ダウンロード実行」ボタンをクリッ

クすると、設定したファイルのダウンロードが始まります。 

 

※要旨のみをダウンロードしたい方は検索結果一覧のダウンロード画面（5.1.2 判例一覧

のダウンロード）をご利用ください。 

 

 

  

◆ダウンロード項目の選択 

初期設定で出力する項目は、マイページの「利用設定」画面で変更することができます。「判

例体系」の「本文ダウンロード設定」にある「判例書誌情報出力項目」で項目を選択してくだ

さい。 

◆ダウンロードのファイル形式 

ファイル形式の初期設定は、マイページの「利用設定」画面で変更することができます。「判

例体系」の「ダウンロード共通設定」にある「ファイル形式（初期状態）」で項目を選択して

ください。 
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6.2 詳細画面から呼び出される画面 

判例の詳細画面では、関連する判例（要旨）を芋づる式に確認したり、参照法令や判例

評釈等の関連情報を参照したりすることができます。 

 

6.2.1 関連要旨の参照 

 判例の詳細画面で「要旨」ボタンをクリックして、「体系を表示」ボタンをクリックする

と、判例の要旨とその要旨が帰属している体系目次を表示します。これにより、現在参照

している判例要旨が、『判例体系』の体系目次の中でどのように位置付けられているのかを、

判例要旨とともに確認することが可能です。 

 

 

 

 体系項目のリンク文字列をクリックするかチェックマークを付けて、「選択した体系の関

連要旨を参照」ボタンをクリックすると、新しいウィンドウが開いて、関連要旨一覧の画

面を表示します。これは、選択した体系項目に帰属する判例要旨の一覧です。 

  

「要旨」ボタン 

「体系を表示」ボタン 
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 判例の要旨とその要旨が帰属している体系目次には、「同一階層の項目」というリンク文

字列があります。これをクリックすると、同じ階層に属している別の項目を表示します。 

 

 

 

 関連要旨一覧の画面では、検索結果一覧と同様に、関連情報を絞り込んだり、ツールバ

ーにより該当する判例の印刷やダウンロードなどを行うことが可能です。〔関連要旨一覧の

機能の詳細について ⇒ 「5 検索結果一覧」参照〕 

「選択した体系の関連要旨を参照」ボタン 

体系目次項目 
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関連要旨一覧画面 

 

6.2.2 審級関連からの参照 

 審級関係にある判例を参照することができます。「審級関係」欄の上下審判例のリンク文

字列をクリックすると、別ウィンドウで該当する上下審判例を表示します。 

 

 

 

 審級関連の一覧中、黄色の帯で示されているのが、現在表示している判例の審級です。 

「審級関連」タブ 審級関連の一覧 
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6.2.3 判例評釈からの参照 

 「この判例の関連情報」中の「判例評釈」から、判例評釈の本文や、より詳細な内容を

参照することができます。 

 

判例評釈 

 

関連商品『法律判例文献情報』をご契約のお客様は、各判例評釈がリンク文字列になっ

ています。クリックすると、別ウィンドウが開いて判例評釈についての詳細な文献情報を

表示します。 

 

『法律判例文献情報』へのリンク 

 

 



 

 

 

第一法規 D1-Law.com 『判例体系』User Guide                         69/90 

6.2.4 判例評釈から評釈本文（解説本文）への連携 

 判例評釈は、「最高裁判所判例解説」、「法曹時報」、「CiNii」、「Vpass」、「自治研究データ

ベース」と連携し、評釈（解説）の本文を表示することができます。判例評釈の「【評釈本

文】」という赤いリンク文字列をクリックすると、新しいウィンドウが開いて、評釈の本文

を表示します。 

     

     

     

     

     

     

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

◆「CiNii」と「Vpass」 

「CiNii（サイニィ）」は、国立情報学研究所の学術情報データベースサービスです。論文本

文のデータや当該雑誌の所蔵館情報などを参照することができます。 

「Vpass」は、有斐閣が提供する有斐閣重要判例検索サービスです。「Vpass」の利用には、

別途契約が必要です。 

◆「最高裁判所判例解説」と「法曹時報」 

「最高裁判所判例解説」と「法曹時報」は、一般財団法人「法曹会」の発刊する判例解説雑

誌です。判例解説本文の閲覧には、別途オプション契約が必要です。 

◆「自治研究データベース」 

「自治研究データベース」は、大正 14 年創刊の公法・行政学・地方自治体財政に関する論文

を集めた第一法規発刊の総合月刊誌『自治研究』のデータベースです。 

「自治研究データベース」の利用には、別途契約が必要です。 

※詳しくはこちらをご確認下さい。 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101944.html 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101944.html
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判例評釈の「【評釈本文】」という赤いリンク文字列をクリックすると、新しいウィンド

ウが開いて、評釈の本文を表示します。 

 「CiNii」、「Vpass」、「自治研究データベース」への遷移後の利用については、各サイト

の掲げる利用方法・利用規約等を確認してください。 
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「最高裁判所判例解説」「法曹時報」の表示例 

 

「Vpass」の表示例 
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「CiNii」の表示例 

 

 

「自治研究データベース」の表示例 
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6.2.5 参照法令リンクからの条文参照 

 判例の詳細画面では、本文中の法条名がリンク文字列になっています。また、画面右の

「参照法令」欄にも法令名と条名を表示します。このリンク文字列をクリックして、新し

いウィンドウに該当する条文を表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照法令リンク 

 リンク文字列をクリックすると、新しいウィンドウが開き、該当する条文を表示します。 

 

 

 

 

 

◆参照法令へのリンク設定 

関連商品『現行法規（履歴検索）』をご契約の場合、参照法令へのリンクについて、現行法令

へのリンクと過去の法令へのリンクを切り替えることができます。設定を変更するには、マイ

ページの「利用設定」画面で「判例体系」の「参照法令リンク設定」にある「時点設定」で項

目を選択してください。「現行法令へのリンク」を選択すると現行の条文を表示し、「過去の法

令を指定」を選択すると施行日を指定して条文を表示します。これにより、事件発生時点の条

文を参照することが可能です。 
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『現行法規』へのリンク 
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6.2.6 関連情報からの参照 

関連情報ボタンをクリックすると、現在参照している判例と紐付く当社の解説（『金額算

定解説データベース』・『民事訴訟書式解説データベース』・『紛争類型別要件事実解説デー

タベース』に掲載されている情報）が一覧表示されます。 

 

 

判例詳細画面（関連情報ボタン） 
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各解説の頭出しボタン        

 

関連情報一覧画面 

 

一覧は『金額算定解説データベース』・『民事訴訟書式解説データベース』・『紛争類型別

要件事実解説データベース』の順に表示されます。 

一覧内の各解説へのリンクをクリックすると新しいウィンドウが開いて、各データベース

のリンク先を表示します。（※各データベースの利用には別途契約が必要です。契約がない

場合、ログイン前画面が表示されます。） 

 

 

 

 

 

各解説へのリンク 
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『金額算定解説データベース』の表示例 

 

 

『民事訴訟書式解説データベース』の表示例 
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『紛争類型別要件事実解説データベース』の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆関連情報から閲覧できる解説について 

 第一法規が提供する以下のインターネット商品です。ご利用には別途契約が必要です。 

 

『金額算定解説データベース』 

交通事故、家事、労働事件の３分野における、金額算定に関わる事例の算定額、算定根拠に

関する解説を収録したデータベースです。 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101198.html 

 

『民事訴訟書式解説データベース』 

民事訴訟の各分野における訴状・答弁書・申立書の記載例、記載方法の解説、加工用フォー

マットを収録したデータベースです。 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101419.html 

 

『紛争類型別要件事実解説データベース』 

要件事実及びそれに関わる主張、立証時の解説を収録したデータベースです。 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101274.html 

 

http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101198.html
http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101419.html
http://www.daiichihoki.co.jp/store/products/detail/101274.html
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6.2.7 LegalscapeQuickReader for 判例体系  

「QuickReader」ボタンをクリックすると、判決本文に「目次表示」「見出しの強調表示」

を付与した別画面を呼び出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Legalscape QuickReader for 判例体系」画面の表示例 

 

 

 

  

◆【参考】Legalscape QuickReader とは 

判決文を解析処理したうえで目次を自動生成し、自動生成された目次と判決文を連動させて表

示するプログラムです。誤って生成された目次に対する修正情報を教師データとして学習させ

ることで、より精度の高い目次が自動生成されるという仕組みを有する AI プログラムとなり

ます。 

 当該プログラムは、株式会社 Legalscape の特許権設定登録済商品となります。 
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「QuickReader」画面では、今読んでいる判決本文と目次が連動して表示されることで、

どこを読んでいるかが一目でわかるようになりました。 

【参考】「QuickReader」画面における判決本文と目次の連動表示の例 

 

さらに、「QuickReader」画面では、本文内検索をすると、目次の見出し部分にヒットした

件数が表示され、長文でもどこにヒットしているかわかりやすくなりました。 

【参考】「QuickReader」画面におけるヒット箇所の表示例 

 

  

本文をスクロールすると、 

連動して、目次もスクロールします 

 

読んでいる箇所が反転表示さ

れ、どこを読んでいるか一目で

わかります。 
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7 新着情報 

7.1 新着情報画面 

 判例体系ローカルメニューの「新着情報」ボタンをクリックすると、新着情報の画面を

表示します。この画面では、最近の注目判決と新規登載判例を表示します。 

 

 

 

新着情報画面 

A：「新着情報」ボタン 

新着情報の画面を表示するボタンです。 

 

B：最近の注目判例 

「最近の注目判決」とは、『判例体系』掲載前の注目される判決情報の一覧です。裁

判年月日と事件名、判示事項等を表示します。 

リンク文字列をクリックすると、別ウィンドウに判決本文を表示します。 

 

C：新規登載判例 

「新規登載判例」とは、『判例体系』に最近登載された判例です。「新着登載判例」

には、裁判年月日と事件名、判示事項等を、民事事件、刑事事件、知財関連事件に

分類してそれぞれ 10 件ずつ表示します。 

リンク文字列をクリックすると、別ウィンドウに判例詳細画面を表示します。 

B 
C 

A 
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7.2 判例更新情報メールアラート機能 

7.2.1 個別判例のアラート機能 

判例検索一覧画面や詳細画面から、「お気に入りボタン」をクリックし、「お気に入り判

例」として登録しておくと、当該判例に対する追加情報があった場合にアラートメールが

発信されます。お気に入り判例の対象から外したいときは、お気に入りボタンを再度クリ

ックすることで、解除することができます。 

◆アラート内容 

以下の情報が追加された場合にお知らせいたします。 

・判決・決定本文 

・上下審（例：当該判決の控訴審が追加された） 

・上訴等（例：当該判例が確定した・上訴された） 

・出典（例：当該判決が新たに判例タイムズや判例時報等の出典誌に掲載された） 

・評釈、解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果一覧画面 
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詳細画面 
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■お気に入り判例の確認方法 

お気に入り判例はマイページの「お気に入り」画面から一覧で確認できます（※登録す

ると自動的にメール配信対象となります）。 

また、メールアイコンをクリックすれば、メール配信対象から外すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

マイページ「お気に入り判例一覧」画面 
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7.2.2 検索条件のアラート機能 

マイページの保存した検索条件画面からアラート対象とする検索条件を登録しておくと、

情報の追加があった場合にアラートメールが発信されます。 

 

■アラート対象とする検索条件の登録方法 

検索実行後、「条件を保存」をクリックし、検索条件を保存します。 

検索結果一覧画面 

 

マイページの「保存した検索条件」のタブをクリックします。 

マイページ「保存した検索条件」画面 
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再検索ボタン下のメールアイコンをクリックすると、メール配信対象となります（※登

録件数は 10 件が上限となります）。 

また、再度クリックすると、配信を解除できます。 

 

マイページ「保存した検索条件」画面 
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7.2.3 配信タイミングの選択 

マイページの「利用設定」タブを開き、「更新情報メール設定」の欄で「発報タイミング」、

「新着情報がなかった場合」の通知について選択できます。 

発報タイミングは、「毎日」「毎週」「2 週毎」「毎月」から選択できます（※初期設定は「毎

日」となっています）。 

「新着情報がなかった場合」で「通知する」を選択すると、更新情報がない場合でも「更

新はありません」との内容がメールで発信されます（※初期設定は「通知しない」となっ

ています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイページ「利用設定」画面 
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7.3 判例速報メール 

『判例体系』に登載された注目判例・新着判例を月２回程度メールでお知らせします。 

マイページの「利用設定」タブよりメール配信を「希望する」「希望しない」が選択でき

ます（初期設定は「希望する」となっています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイページ「利用設定」画面 

  s 
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総合判例データベース 

判例体系 

User Guide［Version 1.1.4］ 

 

令和元年 6 月 20 日 

第一法規株式会社 

http://www.daiichihoki.co.jp/ 

 

お問い合わせは 

D1-Law.com サポートセンター 

TEL 0120-203-480 
   電話受付時間／９：００～１７：３０（土・日、祝日除く） 

  E-mail: support-d1law@daiichihoki.co.jp 

 

Ⓒ第一法規 

mailto:support-d1law@daiichihoki.co.jp?subject=%E3%81%94%E6%8F%90%E4%BE%9B%E5%86%85%E5%AE%B9%E7%AD%89%E3%83%BB%E3%81%94%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%94%E8%B3%AA%E5%95%8F
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